
武道振興大会決議提出

提出された決議（લจ）
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我
が
国
は
、
明
治
維
新
以
来
、
驚
異
的
な
勢
い
で
国
力
を
増
し
、
世
界
有
数
の
経
済
大
国
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
こ
十
年
来
、
国

際
情
勢
が
厳
し
さ
を
増
す
中
、
国
力
の
低
下
が
目
立
ち
、
少
子
高
齢
化
や
道
徳
心
の
乱
れ
が
相
俟
っ
て
、
国
家
、
社
会
の
将
来
を
暗
い

も
の
に
し
つ
つ
あ
る
。
九
年
前
の
東
日
本
大
震
災
の
爪
痕
は
深
く
、
復
旧
・
復
興
は
未
だ
道
半
ば
で
あ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
折
、
国
は
国
家
再
生
へ
向
け
、「
国
と
郷
土
を
愛
す
る
心
、
公
共
の
精
神
、
生
命
、
伝
統
や
文
化
の
尊
重
」
を
盛
り
こ
ん

だ
教
育
基
本
法
の
改
正
を
実
現
し
た
。
ま
た
、
本
年
夏
に
は
、
東
京
で
二
度
目
と
な
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会

が
開
催
さ
れ
る
運
び
で
あ
り
、
誠
に
、
ご
同
慶
の
至
り
で
あ
る
。

　

翻
っ
て
、
武
道
は
、
国
民
精
神
の
根
源
、
即
ち
武
士
道
精
神
の
真
髄
を
基
調
と
す
る
、
体
・
徳
・
知
を
一
体
と
し
て
は
ぐ
く
む
我
が

国
固
有
の
伝
統
文
化
で
、
文
武
両
道
、
質
実
剛
健
を
旗
印
と
す
る
国
家
、
社
会
の
繁
栄
と
世
界
平
和
の
実
現
に
寄
与
す
る
人
間
形
成
の

道
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
こ
こ
に
、
青
少
年
の
健
全
育
成
を
主
眼
と
す
る
、
平
成
二
十
四
年
度
完
全
実
施
の
中
学
校
武
道
必
修
化
を
成
功
さ
せ
る
と

と
も
に
、
武
道
の
さ
ら
な
る
振
興
発
展
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
左
記
事
項
の
早
期
実
現
を
強
く
要
望
す
る
。

記

一　

中
学
校
武
道
必
修
化
に
関
し
、
新
学
習
指
導
要
領
の
完
全
実
施
に
向
け
、
武
道
全
九
種
目
が
幅
広
く
実
施
さ
れ
る
よ
う
、
外
部
指

導
者
を
活
用
し
た
複
数
種
目
実
施
の
モ
デ
ル
事
業
を
全
国
各
ブ
ロ
ッ
ク
で
継
続
し
て
行
う
こ
と
。
そ
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講

じ
る
こ
と
。

　
　
　
　
　
　

決　

議

令
和
２
年
武
道
振
興
大
会
決
議
を
ス
ポ
ー
ツ
庁
幹
部
に
直
接
提
出
　

憲
政
記
念
館
で
３
月
４
日
に
開
催
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
令
和
２
年
武

道
振
興
大
会
（
主
催
＝
武
道
議
員
連
盟
、
日
本
武
道
協
議
会
、
日
本
武
道

館
）
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
の
た
め
、
中
止
と
な
っ
た
。

こ
の
た
め
、
主
催
３
団
体
は
役
員
会
を
開
き
、
武
道
の
振
興
・
普
及
に
向

け
て
国
へ
の
要
望
事
項
を
ま
と
め
た
大
会
決
議
を
承
認
し
、
３
月
12
日
に

ス
ポ
ー
ツ
庁
幹
部
に
直
接
提
出
し
た
。

複
数
種
目
実
施
モ
デ
ル
事
業
の

　
　
　
さ
ら
な
る
充
実
を
要
望

中学校
武道必修化

　

決
議
で
は
、
中
学
校
武
道
必
修
化
に
関

し
、
外
部
指
導
者
を
活
用
し
た
複
数
種
目

実
施
の
モ
デ
ル
事
業
を
継
続
し
て
行
う
こ

と
、古
武
道
の
保
存
・
継
承
を
図
る
た
め
、

伝
統
流
派
の
活
動
の
成
果
を
認
め
、
文
化

財
保
護
法
に
「
古
武
道
」
の
名
称
を
明
記

す
る
こ
と
な
ど
、
７
項
目
を
要
望
。
３
月

12
日
は
、
中
島
昭
博
日
本
武
道
館
振
興
課

長
か
ら
、
伊
藤
賢
ス
ポ
ー
ツ
庁
政
策
課
学

校
体
育
室
長
に
決
議
が
手
渡
さ
れ
た
。決議は中島振興課長から伊藤政策課

学校体育室長（右）に手渡された
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二　

二
〇
二
〇
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
の
成
功
に
向
け
、
実
施
種
目
と
な
っ
た
柔
道
、
空
手
道
へ
の
支
援
・

助
成
を
強
力
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
会
場
と
な
る
日
本
武
道
館
の
建
物
・
設
備
の
増
改
修
工
事
に
最
大
限
の
支
援
・
助
成
を
行

う
こ
と
。
ま
た
、
武
道
の
国
際
的
普
及
振
興
を
確
か
な
も
の
と
す
る
た
め
、
日
本
武
道
代
表
団
や
武
道
指
導
者
の
海
外
派
遣
事
業

を
よ
り
一
層
推
進
し
、
海
外
日
本
人
学
校
に
お
け
る
武
道
必
修
化
の
内
容
充
実
に
向
け
、
必
要
な
支
援
、
助
成
を
行
う
こ
と
。

三　

中
学
校
武
道
必
修
化
が
充
実
、
成
功
す
る
よ
う
、
施
設
、
用
具
、
指
導
者
の
条
件
整
備
を
よ
り
一
層
推
進
す
る
こ
と
。

特
に
、
指
導
者
に
つ
い
て
は
、
教
員
養
成
大
学
で
武
道
を
必
修
化
し
、
中
学
校
教
員
採
用
試
験
に
武
道
を
試
験
科
目
と
し
て
位
置

付
け
る
と
と
も
に
、武
道
有
段
者
の
学
生
を
積
極
採
用
す
る
よ
う
各
都
道
府
県
教
育
委
員
会
に
働
き
か
け
を
行
う
こ
と
。
さ
ら
に
、

充
実
し
た
授
業
が
実
施
で
き
る
よ
う
優
れ
た
外
部
指
導
者
を
各
中
学
校
に
配
置
し
、
処
遇
改
善
を
図
っ
て
、
指
導
に
万
全
を
期
す

る
こ
と
。
ま
た
、
全
国
一
万
余
校
の
中
学
校
体
育
教
員
を
対
象
と
し
た
武
道
指
導
者
講
習
会
を
、
関
係
武
道
団
体
の
協
力
を
得
て
、

実
施
す
る
こ
と
。
授
業
に
当
た
っ
て
は
、
時
間
数
を
増
や
し
、
複
数
種
目
の
実
施
校
拡
大
を
図
り
、
武
道
な
ら
で
は
の
教
育
効
果

が
上
が
る
「
礼
」
を
重
視
し
た
指
導
を
徹
底
す
る
こ
と
。
こ
れ
に
関
わ
る
武
道
九
種
目
の
指
導
者
研
修
会
や
指
導
法
研
究
、
指
導

書
作
成
等
、
関
係
団
体
の
諸
活
動
に
必
要
な
支
援
、
助
成
を
行
う
こ
と
。

四　

将
来
の
小
学
校
に
お
け
る
武
道
授
業
の
実
施
へ
向
け
、
実
践
校
に
お
け
る
実
践
研
究
を
よ
り
積
極
的
に
展
開
し
、
発
達
段
階
に
応

じ
た
武
道
九
種
目
の
指
導
法
研
究
を
行
い
、
準
備
を
推
進
す
る
こ
と
。

五　

全
国
的
な
武
道
の
普
及
振
興
を
よ
り
確
か
な
も
の
と
す
る
た
め
、
全
国
都
道
府
県
立
武
道
館
協
議
会
の
活
動
に
対
す
る
支
援
と
、

各
都
道
府
県
武
道
協
議
会
の
設
置
促
進
に
必
要
な
支
援
を
行
う
こ
と
。

六　

武
道
の
源
流
で
あ
る
一
千
数
百
年
の
歴
史
を
有
す
る
古
武
道
の
保
存
・
継
承
を
図
る
た
め
、
伝
統
流
派
の
活
動
の
成
果
を
認
め
、

文
化
財
保
護
法
に
、
我
が
国
が
世
界
に
誇
る
「
古
武
道
」
の
名
称
を
明
記
し
、
全
国
各
地
の
古
武
道
の
文
化
財
指
定
が
推
進
さ
れ

る
よ
う
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
必
要
な
支
援
、
助
成
を
行
う
こ
と
。

七　

武
道
場
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
中
学
校
武
道
必
修
化
を
含
め
、
国
の
補
助
制
度
を
拡
充
す
る
と
と
も
に
、
必
要
な
支
援
、
助
成
を

図
る
こ
と
。
全
国
の
町
道
場
に
つ
い
て
は
、
維
持
存
続
の
た
め
、
相
続
税
、
固
定
資
産
税
の
減
免
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

以
上
、
武
道
議
員
連
盟
・
日
本
武
道
協
議
会
・
日
本
武
道
館
三
者
に
よ
っ
て
共
催
す
る
武
道
振
興
大
会
の
名
に
お
い
て
決
議
す
る
。

令
和
二
年
三
月
四
日

提出された決議
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〈広告〉

好
評
発
売
中

A5判・並製・346頁・1600円＋税
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〈広告〉

日本武道館発行の単行本

日本武道館 編

日本の武道

（B５判・上製・箱入・526 頁 ）

マンガ・
　武道のすすめ

田代しんたろう 著
漫画家・別府大学教授

（ B５判・並製・236 頁 ）

日本の元徳

菅野 覚明 著
東京大学大学院教授

（ 四六判・上製・334 頁 ）

霊箭
阿波研造物語

馬見塚昭久 著
小学校教諭

（ 四六判・上製・320 頁 ）

BUDO：
THE MARTIAL WAYS OF JAPAN

日本武道館 編
翻訳・編集：アレキサンダー・ベネット

（ B５判・上製・DVD 付・336 頁 ）

武道の全容をこの一冊に集大成！ 『日本の武道』の英文版（DVD付）

武道における礼法を小笠原流宗家が直々に指南

希代の弓人阿波研造の人物伝 日本人が拠り所としてきた価値観を詳説

弓道 その魅力

岡村豊太郎 著
山口大学名誉教授

（ 四六判・上製・272 頁 ）

『五輪書』などの代表的な武道伝書を詳解 著者の半生をたどり、弓道の魅力に迫る

武道をわかり易く描いた教養マンガ

武道の礼法

小笠原清忠 著
弓馬術礼法小笠原教場三十一世宗家

（ 四六判・上製・278 頁 ）

武道伝書を読む

湯浅　晃 著
天理大学教授

（ 四六判・上製・348 頁 ）

子どもを育む武道の教育力を詳説 武道の文化的・伝統的な事柄を解明

武道
子どもの心をはぐくむ

菅野　純 著
早稲田大学教授・教育カウンセラー

（ 四六判・上製・410 頁 ）
中村 民雄 著

福島大学教授

（ 四六判・上製・370 頁 ）

今、なぜ武道か
―文化と伝統を問うー
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